
施策名：第5世代移動通信システムの更なる高度化に向けた
研究開発

急増するモバイルトラヒックを収容するため、干渉状況をモニタし、干渉が少ない周波数・時間スロットにおいて送受信を同時に行う制
御技術に関する研究開発を行う。
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令和３年度当初一般会計
11,433百万円の内数

・ ５Ｇの更なる高度化を実現し、移動通信システムの利活用分野を更
に拡大することで、我が国の新産業の創出及び社会課題の解決につ
なげる。

特徴・
ポイン
ト

 今後想定される移動通信トラヒックの加速度的増加や、利活用分野の更なる拡大に伴い求められる高エネルギー効率化、高信頼化等へ早期対応するため、
Society 5.0時代を支える情報通信インフラである５Ｇの更なる高度化を推進。

 移動通信システムの利活用分野を更に拡大し、我が国の新産業の創出や社会課題の解決をより一層促進。

• 移動通信システムへの高まり続けるニーズに対応するためには、早
期に第5世代移動通信システム（５Ｇ）の更なる高度化に取り
組むことが必要である。システム全体の「高信頼性」や「高エネル
ギー効率」、「高効率な周波数利用」を実現することで、移動通信
システムの利活用分野を更に拡大し、我が国の新産業の創出や社
会課題の解決をより一層促進する。

• 多様なサービス要求に応じた高信頼な高度５Ｇネットワーク制
御技術

• ミリ波帯における高エネルギー効率な無線技術
• モバイルトラヒックの急増に対応した高効率な周波数利用技術
の研究開発を行い、５Ｇの更なる高度化に貢献する。

＜期待される効果＞ ＜主な取組内容＞

●多様なサービス要求に応じた高信頼な高度５Ｇネットワーク制御技術

＜事業の達成目標＞

・ 通信への要求品質を95%以上満たす適応型RAN技術、従来の2倍
以上の電力効率を実現するミリ波無線技術及び平均1.2倍以上の周
波数利用効率を実現するFull-Duplex技術を確立する。

●ミリ波帯における高エネルギー
効率な無線技術

●モバイルトラヒックの急増に対応した高効率
な周波数利用技術

遮蔽等による通信品質の劣化を緩和す
るネットワークの制御技術及び５Ｇの
特徴に対応した通信品質を継続的に提
供するための技術に関する研究開発を
行う。

急増するモバイルト
ラヒックを収容するた
め、干渉状況をモニ
タし、干渉が少ない
周波数・時間スロッ
トにおいて送受信を
同時に行う制御技
術に関する研究開
発を行う。

ミリ波帯を活用した
５Ｇの大容量通信
を実現するために、
高エネルギー効率な
フェーズドアレイアンテ
ナ等を実現する技術
に関する研究開発を
行う。
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5Gの更なる高度化が支える利活用分野例

「高エネルギー効率」が支える
物流管理、スマートシティ等の社会に広く展開する利活用分野

「高信頼性」が支える
自動走行、遠隔医療、ロボット制御等の安定性が求められる利活用分野

買い物が変わる

補充後にＡ６棚の
賞味期限切れ商品を
撤去して下さい
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